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前部と上半身で構成される空間が大きくなり、智拳印を結ぶ両腕をゆったりと表現する運慶独自の様式
が確立したといえる。円成寺像に「康慶実弟子 運慶」と記したことの意味が、康慶の長子であり、直
系の弟子でありながらも、ひとりの独立した仏師としての自覚と自信を持った結果ともいえるだろう。 
 わが国彫刻史においてきわめて重要な仏師でありながら、多くの謎に包まれた運慶の特異な造像技法
を、実制作と併行しながら大胆に論証した同君の研究は、同時代の大日如来坐像の造像工程やその継承
に関する考察に一石を投ずるものと期待される。 
 藤曲の論文の独創性に比べ、提出された模刻作品は細部の描写において精度的にやや劣ることは残念
であるが、木彫道具などさまざまなことへの関心と造詣は深く、人格的にもたいへん優れ、実技に立脚
した研究者として同君の将来は大いに期待できるといえる。 
 
